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図 1 のように、鉄筋腐食試験体（1000 ×
450 × 200mm3）は、表面から 50mm の深さ
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をかけて通電させ、(a) < (b) < (c) < (d) と通
電時間を長くして鉄筋の腐食度合いを変化さ
せて製作した。鉄筋の腐食度は (a) < (b) < 
(c) < (d) の順に大きくなっている。
２．実験セットアップ
実験セットアップを図 2 に示す。音源と




ト 波（ 変 調 周 波 数 200Hz、interval time 
50ms）を用いた 2）。コンクリート表面の振
動 速 度 は SLDV（Polytec Corp . , 
PSV400-H4）により、水平および垂直方向 
約 5cm ピッチで 160 点（16 × 10）計測した。
LRAD から測定面までの距離は約 2.5m、


































置にあった。また、鉄筋 (c) では、鉄筋 (c) の
位置を示す黄色縦線から少し左にずれた縦方
向に、鉄筋 (d) より振動エネルギーがかなり
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